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	スライド 1: 現代社会においては、膨大な数のセンサを実装し、それらから 得られるデータを活用することが求められています。これによ り、生産性や安全性の向上に加え、健康管理への応用も可能と なり、モノのインターネット（IoT）の利活用が加速しています。こうしたニーズに応える技術として注目されているのがプリンテッドエレクトロニクス（PE）です。PEは、従来の印刷技術を応用することで、多様なセンサや電子回路を低コストかつ短期間で製造できる可能性を秘めており、20年ほど前から注目されてきました。さらに近年では、

